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麦赤カピ病i乙関する生態学的研究第3報
子のう胞子の飛散と気象 (2)
井上成僑
多くの植物病害の発生には降雨量よりも雨の降り方に関係があると言われる (Stakmanand 
Harrer 1957).また降雨は胞子の飛散にも影響するもので，OPhiobolus graminisの子のう胞子
は子のう殻が雨で湿潤どなり，空中に飛散するのである (Samueland Garrett 1933)が，その条
件としてGregory(1958)の観測仁よれば，降雨が少なくとも 1時間に0.01in.以上必要であると
い0.08in.の降雨で非常に多かったことを述べ，また彼は Cercosporellaherpotrichoidesの胞
子は O.graminisの場合より少なし、雨量で飛散することを報告している.Sporobolomyces ~ 
Tilletiopsis の胞子も降雨と高~"'\湿度の条件下で飛散し (Gregory and Sreeramulu 1958)， 
Venturia inaequalisの子のう胞子の飛散もまた降雨仁影響され，雨が降り始めてより 1時間後
仁飛散し， 4-5時間で非常に多くなったとどが報告されている (Mil1erand Waggoner 1957) 
Gibberella zeaeの干のう胞子も子のう般が吸水して放出される 〈井上 1959)もので， その飛散は
降雨仁影響される (Hsia1956，井上， 高須1959a). 
著者らはさきに子のう胞子の飛散量とその飛散の時期どが， 麦の赤カピ病による被害程度を決定
づける主な要因であることを報告したく井上， 西門1959).このことから赤カピ病の発生には子のう
胞子の飛散が大きな役割をもっているため，赤カピ病仁対する麦の感受性がもっとも高い開花期~開
花後期仁初感染を防ぐことができれば，本病の一次発生の防止効果があがると思われる.しかし，子
のう胞子の採集結果〈弁上，西門1959，弁上，高須1959a， b )によれば，麦の開花期頃子の
う胞子の飛散量はいつでも多いわけでなく，降雨のあった時だけにとくに多く，しかも降雨のあった日で
も日によっては子のう胞子の飛散量に著しし、差のあることを認め， これは雨の降り方仁影響されたもの
と考えた.このようなこれまでの観察結果から降雨その他の気象要素が子のう胞子の飛散と密接な関
係をもってひることが明らかなので，子のう胞子飛散量に及ぼす気象環境の影響をさらに詳しく調べ，
赤カピ病防除の基礎的知見を深める必要を認めた.
すでに報告した1958年の子のう胞子採集結果を再検討したどころ， 降雨が子のう胞子飛散の
条件であることはまちがいなし1が， 子のう胞子飛散量の多少は降雨量の多少とはあまり関係がなく，
むしろ，その日の降雨状況が問題になるように考えられた. そこで子のう胞子飛散量の多少を決定す
る気象条件を明らか仁するため， 降雨のあった日を主な対象にして検討を加えたので， ここに報告す
る.
観測資'料の検討
本報で検討を加える観察資料li，すでlこ報告した〈井上， 西門1959)ように， 1958年4月~
6月に観測したものである(第1図工またつぎに述べる結果は子のう胞子の飛散が降雨後の夜間に
もっとも多かった前報¢結果(井上， 高須1959a)仁もとづいて検討したものである. 子のう胞子
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の採集はスライド法仁より， スライドは毎朝9時仁取替えて検鏡したもので， 9時から翌朝9時まで
の24時間を1日間として表わした. 一方，降雨量は自記雨量計の記録を， また湿度は，前報に
示したように， 電子管自動平衡式抵抗温度計(乾・湿球温度)の記録をそれぞれ1時間毎に読
み取ったものである.
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-降雨量のO.2mm以下を示す.
湿度のーー は降雨直後におけ-o95%以上の時間を示す.
第1図 赤カピ病菌の子のう胞子の飛散と降雨および湿度(95%以上〉との関係
子のう胞子飛散量の多かった自の降雨および湿度条件 干のう胞子飛散量の多かった日は
4月24日(前日の9時から当日 9時まで，以下同じ)，同26日，5月1日，同4日，同 16日
および同 17日であった.これらの日の雨が止んだ時刻は前者からそれぞれ20時20分〈但し23時か
ら40分再び少量の雨あり)， 19時10分， 22時20分，3時40分， 18時20分， 21時で，これ
らはすべて夕方から夜間に雨が止んだ場合である.また降雨直後の湿度は非常に高く，しかも連続し
ているととも共通した特徴である. 子のう胞子飛散の多い時刻は，降雨直後の夜間，湿度が95% 
以上の高ひときであることは前報でも明らか仁したく井上，高須1959a )が， 湿度が95%以上の
時間数を第1図仁ついて見ると，子のう胞子の飛散が多かった日は，降雨があった直後に， 95%以
上の湿度がかなりの時間持続してやることがわかる. 降雨後の湿度がほぼ95%以下の場合では子の
う胞子の飛散が比較的少ないことが臨められる.
子のう胞子飛散量の少なかった日の降雨および湿度条件 すでにたびたび報告してきたよう
に，雨の降らなかった日は採集される子のう胞子は非常に少なし、.そして，子のう胞子の飛散には降
雨が必要条件であるが，降雨の有無を l日閥単位仁考えたとき，第1図でわかるように， 降雨があ
っても，干のう胞子の飛散が少なし1どきがある.このような場合の降雨は，上記の場合と異って， 昼
間lこあり，しかも降雨直後の湿度が低~'. あるいは胞子採集用スライドを取替えた時刻直前に雨と
なり，その日の胞子採集が終るまでに降雨が胞子の飛散に影響しなかった場合である. 例えば5月
8日がそれで，この日の胞子数は1.5個で， 晴天の日と同じように少なかった.また4月18日およ
び4月22日仁は雨が降ったけれども， 子のう胞子の飛散量が少なかったのは， 降雨量が多かったこ
と，およびこの頃まだ野外での子のう殻の成熟量が少なかったことが関係していると思われる.
子のう胞子飛散量が中程度の日の降雨および湿度条件 子のう胞干の飛散量が中程度であ
った日の降雨および湿度の関係、を見ると，降雨が夕方止んだけれども，その後夜間¢湿度が低かった
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第2図 赤カピ病菌の子のう胞子飛散量の多少に影響する降雨
及び湿度の条件
か，あるいは雨が長〈連続し雨量が非常に多かった場合などであった. 4月30-5月1日の雨は
22時20分に止み， 湿度も高かったが， 子のう胞子の飛散量は 19個でそれほど多くなかった. これ
は雨が8時間40分も連続して降り，雨量も多かったため，子のう設が多量の雨水仁よって洗われ，
胞子は雨とともに流れるものが多かったため， 空中に飛散するものが少なくなったものと，思われた. 5 
月12日の雨は前夜の 19時に止み，胞子数の多かった4月26日(胞子数39.5個)の降雨状況
によく似てや吾が，採集胞子数は 10.8個で多くなかった.この差の原因としては降雨後の湿度が低
かったことが考えられる. 5月2日仁は小雨が 3時30分から5時40分まで降L その後の湿度は
低かったが，降雨前の湿度は非常に高かった. この日の降雨状況は胞子数の少なかった5月11日
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(胞子数0.5個)の例仁よく似ている.これは前日仁も降雨があってなお寄主ifo湿潤であったこど，お
よび降雨前に湿度が非常に高かったことが原因のようである. このことはその日の胞子飛散数が多か
った時刻が0~6 時の間で， ちょうど湿度が高ひときに相当することからも説明できる. 5月9日
仁は前日の朝から雨が降り， その後降ったり止んだりの小雨の天候であったが， 子のう胞子の飛散
数は 16.8個で，中程度であった.胞子数がもっとも多かった時刻¥i.前報で示したようじ，小雨
が降っていた前日の18-24時 (9.8個)の夜間で，その時の湿度は非常に高かった. この例のよう
仁夜間に小雨が降り，高湿度であっても，昼間からの雨天続きであったので，小雨模様であっても
流れる胞子数が多くなったようで，胞子飛散数は中程度でとくに多くならなかった.
降雨が全くなかった晴天あるいは曇天の日においても， 夜間の湿度が95%を越える高い場合があ
る. しかる仁このような日の胞子の飛散数は少なかった. これは湿度が高いだけでは胞子の飛散が多
くならないことを示し， 降雨があってそして湿潤になることが胞子飛散の必要条件のようである. この
ことは降雨がない日でも， 前日に雨が降った場合の方が前日仁晴天であった場合よりも胞子の飛散
数が多かった第1表の結果からも説明されよう. しかし一方. 5月24日の例にみられるよう仁， 前
第 1表 前日の降雨の有無が子のう胞子の飛散量に及lます~・
子 の う 胞 子 の 飛 散 数 平常
6.0(5. 3) 6.8(5. 5) 6.3(5.10) 2.0(5.13) 
前日降雨有 4.8(5.16) 11.3(5.21) 1.0(5.24) 5.0 
2.3(5. 6) 0.5(5. 7) 1.5(5.14) 1.5(5.19) 
前日降雨無1.0(5.22) o (5.25) 0.5(5.26) 1.0(5.27) o (5.28) 
o (5.29) 0.8 
( )内li月日を示す.
日降雨があっても， 夜間の湿度が非常に低かった (80%以下〕ときには， 晴天続きの場合と同じ
よう仁胞子飛散数が少なかった.
結 論
本報告の観察資料の検討を要約すれば， 子のう胞子飛散量の多少は降雨状況および湿度条件
の2つの気象要素からほぼ推測できるものである.すなわち，
1 )子のう胞子飛散量の多い場合は，降雨が夕方から夜間に止み， しかも降雨直後の湿度が高
い条件においてである.
2)子のう胞子飛散量の少なし1場合は，降雨が昼間にあり，しかも降.雨後の湿度が低やときであ
る.
3}子のう胞子飛散量の中程度の場合は， 降雨が夕方に止んだけれども， その後夜間の湿度が
低かづたか，雨が長く連続し，また雨量が多かったときである.
4，)降雨のない日では子のう胞子飛散量は少なし¥
5 )降雨がない日でも，前日lこ降雨があれば，前日晴天の日より子のう胞子の飛散量は多し¥
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以上の気象条件の他， 著者ら(井上，高須1959a )がすで仁報告したよう仁， 無風か微風の
ときに子のう胞子の飛散量が多いことから，湿度ど合せて風仁ついても検討しなくてはならない.赤カ
ピ病の被害がもっとも大になる一次感染の期聞は，麦の赤カピ病に対する感受性がもっとも高い開花
期である(西門1958).また開花期における子のう胞子の飛散量が多いことは，麦の赤カピ病に対す
る感染の機会を非常に高めてやる(井上，西門1959，第3図はこれを明細にしたものである).
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第3図 子のう胞子の飛散及びその伝播の遮断時期と発病との関係
第S図の要約 安砲のいろんな成熟期間に胞子伝播を遮断t...赤カピ病発生
の感換時期を調べた{井上.西門 ]959)結果の大要である.左図の ]957年
の結果(開花始5月9日〉では6月12日の.右図の 195日年の結果(開花始
5月2日〉では5月4日の.特に多かった干のう胞子飛散の感換によって発
病程度が著t..<大き〈なったことを示している.
したがって赤カピ病の予防には麦の赤カピ病に対する感受性がもっとも高や開花期を一次感染防止
の適期期聞とし，その期聞における子のう胞子の飛来を未然に防ぐことが先決である. しかし，降雨
の頻度が赤カピ病の決定的環境要素であるだけに，散布した薬剤lも流失の機会が多く，十分な防除
効果を期待できない.そこで赤カピ病の一次発生を有効に予防するためには，子のう胞子の飛散がも
っとも多い日を選んで薬剤散布を実施しなくてはならない.したがって，ここに要約した観察結果から，
赤カピ病一次発生の予防のための薬剤散布の適期は， 麦の開花前から開花後期の期間において，
とくに降雨が夕方から夜間に止み，降雨後の湿度が非常に高く (95%以上)， 風のないときと考え
る.
終りに御懇切な御指導を賜わった西門義一博士， および貴重な気象資料を与えられ， 終始御教示賜わった
高須謙一博士，並に種々 御助言を戴いた井上忠男講師に厚〈御礼申上げる.
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